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202 2 年９月16 日 

報道関係者各位 

学校法人甲南学園 

 

 

 

 

 

 

 
 

甲南大学は、創立者 平生釟三郎が掲げた「人物教育の率先」を建学の理念とし「世界に通用する人物」を育成す

るためグローバル教育に力を入れてきました。 

これまでの伝統と革新を生かし、グローバル教育の新たな展開として「グローバル教養学位プログラム」、英語名

称 STAGE（Special  Track  for  Accelerated  Global  Education) を 2024 年 4 月に設置します（設置構想中）。    

このプログラムは、文部科学省が定める「学部等連携課程制度」を活用し、学部やセンター等の組織の枠を超え

て世界を知る教員陣により、グローバルキャリアを志す 1 学年 25 名のための特別な学位プログラムとして実施

する予定です。 

 

「グローバル教養学位プログラム“STAGE ”」は、グローカル人材として世界基準で考え、社会の第一線で活躍

する人物を育成するグローバル教育プログラムです。"STAGE" で学ぶ学生は、学部学科と同じように「"STAGE"

を実施する基本組織（※名称検討中）」に所属し、４年間の学生生活を同じ志を持つ仲間とともに切磋琢磨して学び、

「学士（グローバル教養）」の学位を取得します。 

 

予測困難といわれる時代、多様な価値観が錯綜するグローバル社会で活躍するために、次の力を身につけたグロ

ーカル人材として社会に出ていくことが重要だと私たちは考えます。 

 

１．文化や言語の壁を越えて人々と協働するための言語運用力と異文化調整力 

２．新たな価値創造や課題解決を行うための政策・企画立案力 

３．データサイエンス・AI、ICT の活用などを含めた文理横断的な知識と技能 

 

これらを養うために、「グローバル教養学位プログラム“STAGE ”」では、「複数言語圏へのダブル留学」を卒業

要件のひとつとするとともに、「複数言語の運用力強化」、「社会科学（経済・法・政治・経営）」、「グローカル実践

PBL 」、「データサイエンス・AI 等」を幅広く組み合わせて学びます。 

 

 

 

 

 

 

グローカル人材として世界基準で考え社会の第一線で活躍する人物を育成する

「グローバル教養学位プログラム“STAGE ”」を 

2024 年 4 月開設予定（設置構想中） 

（プログラムの特徴、概念図、卒業後の進路と次ページ以降をご参照ください） 
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複数の言語圏で学び、暮らす 

2 か国以上へ旅に出よう 

ᾠ῎ίϒχˮЍУи ᶘ˯Ϭ Ộ ὯρΰοʺӰσϥᾠ῎ίπχ ᶘϞ ᶨϬ ᾓ

ΰʺӰ ᴟτ βϥ◘―Ϭ ΜϘβʻ ᶘ∕ τ χᵰ῎τϢϥЀЬвИϾ˔Є

др Ϭ‰ϛʺ ᶘτϢμοᾝ χ ᶨἋḧτ Ϭ ΨάρπʺήϘίϘσχ ˑ

ρӪ◘ Ϭ Ϥ Ӱ̋ ᴟτ ϦϥὊᾓϬβϥάρψ πβʻˮЍУи ᶘ Ϭ˯ ΰοʺ

Ӱ ᴟϬ τ ᶓΰ Ӹ τṓξΨιΪπσΨʺӰσϥ ᴟ ὂϬⱱμθ ˑϞּזᵓτ

βϥḃ ρʺᴣ ḢχӸΜτṞԍβϥ ˑσ ᵔὨχθϛχ ϬӾοϘβ  ̒

 

 

仲間と切磋琢磨し、グローカル人材へ 

ＳＴＡＧＥのゼミ 

͍ ⱳΤϣ͐ ⱳϘπʺ ϼжІχЉЬϬ ᴬ ρΰοΜϘβʻ͍ ᶘ Ԍ25

τ ΰο 1̋1χễԌ ΥϯϸДЬАϼϯЖНϱЃ˔ρΰο Ў̋˔Э π◙ τΚθ

Ϥʺ ᶘΤϣ ỘϘπϙσήϭχ Ϭ◦ΠϘβʻЉЬπψʺꜛϣχˮЍУи ᶘχὓ

ᵊϬ―Π ˯̋ˮ ᵦχИв˔ІϬṁτΰθм˔ϼχם☼˯̋ˮ ᶘ τᵤᵰΤϣЉЬ╥

ᴥ˯̋ˮ∑ῖ ϱЦрЕχḼᵊʾם☼˯̋ˮᵰ ᶘ ϞᶘᵰχḼỘʾꜛⱵ ρФк

ЅϴϼЕ˯̋ˮᵤᵰ ᶘρχϷржϱрπ τϢϥẶ Ộ˯σςʺ▼ὣρ τ Ϧ

θ︡Ϥ ϙϬם☼ΰϘβ  ̒

 

 

グローカル人材になるための幅広い学び 

（社会科学・国際理解） 

Ὂↄᶘʺ ᶘʾ ⱵᶘʺὊְᶘχ ῲΜ ꜡ψʺᴿ ᵔὨτνσΫϥ ├χḼᵊʾ├

τḩϩϥ π πβʻϘθʺϽк˔ϸиτᶨ βϥθϛτψʺ ᵦΥ ΰοΜϥᴿ

Ϭᶘό∑ּזᵓϬ ᵔβϥάρϜ πβʻϺазϯФжрχםᾝτΰΪοʺּזᵓᴬ

ᶘʾ∑ ᵔϬ ῲΨᶘόϘβ  ̒

（データサイエンス・AI） 

ὓʾД˔ЌЂϱϵрІʾAIϬᶨ ΰοʺ ӽᴿ χᵔὨΥπΦϥ ∙τσϥ

Ϭ τνΪϥάρϬ τʺзГжЄ˔Τϣᴂ ṁ йЦи ϘπϬᶘ βϥάρΥ

πΦϘβʻϘθʺ ϞЈϺвзГϰ τνΜοϜ σ ꜡Ϭ ϥᴬ Ϝ

ΰϘβ  ̒

 

 

地域や企業が抱える実践的な課題に 

グローカルな視点から解決に取り組む 

ḼỘϞ“ Τϣᴿ Ϭ ΪʺϽк˔ϸи χ ṉτϢμοᵔὨϬ ◙βϽк˔ϸиם

PBLA Ϭ ΰοΜϘβʻ ᶘπχὊᾓϞּזᵓᴬᶘχ ꜡ Д̋˔ЌЂϱϵрІʾAI

ᶨ ϬᶨΤΰʺ ӽϞḼỘΥ Πϥᴿ ᵔὨτ︡Ϥ ϙϘβ  ̒
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¬STAGEºπψʺˮ ᾠ῎ίϒЍУи ᶘ Ϭ˯ Ộ ὯχϋρνρβϥρρϜτˮ ᾠ῎χ֫ ếᴟ˯̋ˮ ᵓᴬזּ

ᶘˢὊↄʾ ʾ ⱵʾὊְˣ˯ʺˮ Ͻк˔ϸиם PBL˯ˮ̋ Д˔ЌЂϱϵрІʾAI˯Ϭ τ ϙ›ϩδοᶘόϘ

βʻ ᵦṁ π―Πʺ“ πΦϥϽк˔ϸи ∙ρΰοʺϺазϯϬ Ϥ ΜοΜΨάρτ Ϭ ΜοΜϘβʻ

Ϙθʺ¬STAGEºχᶘόπʺOECDsὊↄẸ ᵫ Ṑ ˣΥ ϛϥ¬GLOBAL COMPETENCEºϬ τνΪϥάρΥπ

ΦϘβ  ̒
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Ộῇψʺᵰ῎֫ ρ χ ʾӰ ᴟ ʺД˔ЌЂϱϵрІʾAIᶨ ʺᴿ ᵔὨχθϛχ

Ḽᵊ ӛʾ ӛ ϬᶨΤΰʺϽк˔ϸи ∙ρΰοּזᵓχ ԁ πᶨ βϥάρϬ ΰοΜϘβ  ̒

 

 

˲╥―  ˳

˻ᶘӡФкϽжЭτνΜο  ˼

2018τ ᴬᶘ Υ︡ϤϘρϛθˮ 2040τΰΪθ‰ ễӾχϽжрЖДЃϱр˯πψʺ ᴟΥὣΰΜּז

ᵓτΣΜοʺ ϬׇΠθ χ ϙ›δΥ ρήϦοΜϥάρΤϣ ᶘ̋ χ χ ϬׇΠθᶘӡФк

ϽжЭϬ ᴦ ρΰʺּזᵓχИ˔Їτ ᴂΰθ ῲΜ Τϣσϥ ᴅ σϸзϺвжЭτ ớ τ︡

Ϥ ϚάρΥπΦϥϢΞτβϥάρΥ ᾠήϦϘΰθʻάχ ᾠτṁξΦʺ2019τψḩ Υᵠ ήϦʺ

χᶘ ᶘᴬχ χ Ϭ ΠθᶘӡФкϽжЭχם☼Υᴦ ρσϥˮ ᶘ ὀᴿ Υ˯ ήϦϘΰ

θ  ̒

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレスリリース配信先：兵庫県教育委員会記者クラブ、神戸市政記者クラブ 

≪プレスリリース全体に関するお問い合わせ先≫ 

甲南学園広報部 

〒658 -8501 神戸市東灘区岡本 8 -9 -1  

電話 078 ー435 －2314  FAX 078 ー435 －2546  E-mail: kouhou@adm.konan -u.ac.jp  

 

≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

甲南大学全学教育推進機構事務室 

電話 078 -435 -2544  E-mail：gs@adm.konan -u.ac.jp  

mailto:kouhou@adm.konan-u.ac.jp
mailto:gs@adm.konan-u.ac.jp

